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1　はじめに
　日本語のオノマトペには様々な語形が存在する。方言のオノマトペには共通語には見られない
形のものも多く使用されており，山形県寒河江市方言におけるオノマトペの形には，（1）のよう
なものが見られる。なお，変則ABAB系語形とその他は省略する。
　⑴　①　A系語形（1拍語基単形）
 1．A 2．Aー 3．Aッ 4．Aン
 5．Aーッ 6．Aーン 7．Aエ 8．Aエッ
 9．Aエラ 10．Aンコ
　　　②　AA系語形（1拍語基複形）
 1．AAッ 2．AAン 3．AAーッ 4．Aー A
 5．Aー Aー 6．Aッ A 7．Aッ Aッ 8．AンA
 9．AンAン 10．AーンAン 11．AエAエ 12．AンAコ
　　　③　AB系語形（2拍語基単形）
 1．AB 2．ABッ 3．ABン 4．ABーッ
 5．ABーン 6．ABラ 7．ABリ 8．ABラン
　　　④　Aッ B系・AンB系語形（2拍語基単形・促音撥音挿入）
 1．Aッ B 2．AンB 3．Aッ Bン 4．Aッ Bラ
 5．AンBラ 6．Aッ Bリ 7．Aッ Bシ 8．AンBリ
　　　⑤　ABAB系語形（2拍語基複形）
 1．ABAB 2．ABッ AB 3．ABンABン
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要　約
要約本文　山形県寒河江市方言を例に，オノマトペに特徴的に見られる強調の形を概観した。オノマ
トペに特徴的に見られる要素のうち，オノマトペが語として機能する際に必須であるオノマトペ辞と
区別したオノマトペの強調的要素を設定し，そのうち長音，促音，撥音といった強調辞について，そ
の特徴を見てきた結果，強調辞には描写的強調辞と程度評価的強調辞が存在することがわかった。
キーワード：方言オノマトペ，強調，描写的強調辞，程度評価的強調辞
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 4．ABリABリ 　　5．ABリABリ 6．ABコABコ
 7．ABタラABタラ　8．Aッ BAッ B 9．Aッ BンAッ Bン
　共通語の語形を整理した日向・笹目（1999）でも同じような数の語型が示されているが，実
際に用いられるオノマトペの形には（1）には見られない「バダラーバダラ」（ABラー ABラ），
「ビッヂョビヂョ」（Aッ BAB）なども見られる。「バダラーバダラ」や「ビッヂョビヂョ」などは，
話者がその場で臨時的に用いる臨時語であり，何かを強調したいときに用いる形である。このよ
うな強調された形は「すっごくおいしい」「とーっても大きい」のような，オノマトペ以外の一
般語にも見られる。
　しかし，従来のオノマトペ研究では「ー（長音）」や「ッ（促音）」などのオノマトペに見られ
る要素をオノマトペ標識（onomatopoeia markers）としてひとくくりにし，「バタンと倒れる」
の促音のように必ず必要とされる要素と「バッターンと倒れる」に見られる必ずしも必要とされ
ない要素とは区別されていない。しかし，必須とされる要素とオプションとなる要素とが同質の
要素であると言えるのだろうか。
　そこで本稿では，オノマトペに必須の要素をオノマトペ辞と名付け，それ以外の要素と区別す
る。必須とされない要素のほうは仮に強調的要素とし，その中でも「ー（長音）」「ッ（促音）」
などの辞的な要素については強調辞と呼ぶこととする。その上で，オノマトペにおける語形派生
の中でも，オノマトペ辞付加以降，すなわち強調辞による派生がどのような仕組みによって起こっ
ているのかを観察することで，オノマトペに必須とされるオノマトペ辞と，必須とはされない強
調辞との違いから，方言のオノマトペにおけるバリエーションのあり方を探っていくことを目的
とする。
2　考察対象とするオノマトペ
　本稿で考察対象とするオノマトペは，これまで筆者が主に研究対象としてきた山形県寒河江市
方言のものである。オノマトペの収集については，筆者自身の内省と聞き取り及び面接調査によっ
て収集したものである。
　面接調査においては，事前調査として『山形県方言辞典』からすべてのオノマトペを抜き出
し，また，共通語の辞書である浅野鶴子編（1978）『擬音語・擬態語辞典』より，寒河江市でも
日常的に使用する可能性のある語をまず抽出した。それをベースとした調査票をもとに，2001
年に高年層女性1名，中年層男性1名，女性1名の3名に1語ずつ使用の可否を問う形式で面接調
査を行った。その結果，1233語のオノマトペが使用できるとの回答を得，その後さらに筆者の
内省と自然談話の聞き取りによって語数を補ったが，考察においては，臨時的な語形の収集の困
難さから内省によるものも含んでいる。
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3　オノマトペ辞と強調辞
　それでは，従来オノマトペ標識と呼ばれてきた要素と，筆者の考えるオノマトペ辞，それから
強調的要素，強調辞との差異はどのような点にあるのかを述べていきたいと思う。
3.1　オノマトペ標識
　まず，オノマトペ標識とはWaida（1984）のonomatopoeia markersという名称の直訳である。
Waida（1984）はオノマトペ標識をオノマトペが語として機能するために必須の要素であるとし
て，促音，撥音，長音，「リ」，反復を挙げている。これらについて，田守・スコウラップ（1999）
は，Waida（1984）の定義を，ただのオノマトペに特徴的な要素とだけ言うにとどめ，結果，田守・
スコウラップ（1999）以降の先行研究の多くはWaida（1984）の定義をあまり重視してこなかっ
た1）。
　角岡（2007）ではさらに田守・スコウラップ（1999）などの考え方をもとに，オノマトペ標
識に音素的要素を加え，「オノマトペ語彙に規則的に見られる音声的／音韻的／形態的特徴を示
すものとする」（p. 73）とし，（2）のように形態的要素であるA群，音素的要素であるB群とし
て示している。
　⑵　A群：Q（促音），N（撥音），R（長母音化），「り」，反復
　　　B群：有音化，硬口蓋化，摩擦音／破擦音交替　　　　　　　　角岡（2007）p. 162
　オノマトペ標識の定義が拡大して曖昧になっていることから，従来のオノマトペ標識の考え方
では，オノマトペ標識ごとの違いもまた隠れてしまう。このことを踏まえ，特にWaida（1984）
によるオノマトペに必須の要素という考え方に引き戻し，拡大しきったオノマトペ標識の定義と
の区別を図るため，オノマトペ辞という用語を使用することとする。
3.2　オノマトペ辞と強調辞
　オノマトペ辞とは，上述のように，Waida（1984）のonomatopoeia markersとほぼ同じもので
あり，オノマトペが語として機能する際に必須の要素である。オノマトペの意味の中心となる語
基からさまざまな語形を派生させる機能を持つものでもあるが，このようなオノマトペ辞には促
音，撥音，「リ」，「ラ」が寒河江市方言では考えられる。その他，オノマトペ辞以外に，反復さ
せることでできるオノマトペも語として機能することができる2）。
　このオノマトペ辞による派生は2拍語基の場合，以下の（3）のような形が考えられる3）。
1） 那須（2007）はWaida（1984）の考え方を踏襲し，オノマトペが語として機能するために必須であると
いう点を重要視している。
2） 反復辞をオノマトペ辞として考えることもできるが，オノマトペの派生を考えたときに，反復はオノマ
トペ辞とは異なる性格を持つため，オノマトペ辞には含まないこととする。
3） 論の煩雑さを避けるため，本稿では2拍語基のオノマトペに限って考察する。
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　⑶
　すなわち語基｛AB｝から，まず非反復の単形と反復による複形とが分かれ，単形にはオノマ
トペ辞の促音，撥音，「リ」，「ラ」が付加される。なお，オノマトペ辞の付加された形が反復さ
れることもある。一方，複形のほうには，前部と後部とのまとまりの弱い促音を除き，ほかの3
種類のオノマトペ辞が挿入される4）。複形に促音を入れた場合，例えば，「ゴロッゴロッと大きな
だるまが転がっていった」などのように，転がる動き全体を捉えるのではなく，1回ごとの転が
る動きが連続しているだけであり，1回ずつの動きが目立っている。よって，意味的に見れば，
ABッ ABッ型は単形を連続させた複合型，言ってみれば句であると言える。
　次に，強調的要素については，基本形の意味と矛盾しない限りにおいて，（3）の基本形に比較
的自由に付加または挿入され，規則を知ってさえいれば，基本の語から多数の形を作ることがで
きるものである。この強調的要素によって型などが変化した語が臨時語である5）。この強調的要
素によって作られる語は，オノマトペ辞によって派生した語とは異なり，（4）のように後接辞の
選択などに影響を与えない。
　⑷　a．達磨がゴロンと転げだ。（達磨が倒れた）
　　　b．達磨がゴロリ転げだ。（達磨が急に倒れた）
　　　c．達磨がゴッローンと転げだ。〔強調形〕
　　　d．達磨がゴロリ転げだ。〔「ゴ」が帯気音化〕
　さらには，オノマトペが語として機能する際に必須ではない要素でもある。そこがオノマトペ
辞との大きな違いであり，強調的要素はなくても意味が通じる。また，その形における意味変化
が起こりにくいものであると考えられる。
　このような強調的要素には，考えられる限りで，以下の（5）のようなものがある6）。
　⑸　〔強調的要素の種類〕
　　　形態的要素：長音，促音，撥音，無促音化，「イ（エ）」，「タラ」，超過反復
　　　音声的要素：語基音変化，帯気音化（母音無声化），ストレス，ポーズ，スピード
　音声的要素 7）のうち，語基音変化は（2）で挙げた角岡（2007）のB群：有音化，硬口蓋化，摩
4） 小野（2011）では，ABABッ型，ABABン型，ABリABリ型も比較的基本的な形に位置づけられているが，
那須（2004）においてアクセントの型などから臨時的な語であることがわかっている。
5） 臨時語は慣習的に使用される語の一部を変えた語であると川越（2007）で定義したが，慣習的な語は，
ほとんどが基本形のものであるため，ここでは基本形の一部を変えた語であるとする。
6） 勿論，意味的に「強調」とは呼べないものも含んでいるが，ここでは便宜的に強調的要素とする。
7） 角岡（2007）では「音素的要素」という言葉を用いているが，強調的要素に含まれる帯気音化やポーズ
??????????????????
???????????????????
??????????????????
???????
?????????????????????
??????????????????????
?????????????????????
山形県寒河江市方言におけるオノマトペの強調法
― 43 ―
擦音／破擦音交替を含み，そのほか母音の交替などがある。そのほかの要素はプロミネンスによ
る表現である。この音声的要素は音象徴が深く関わっていて，現時点では考察が困難なため 8），
また種々雑多なものが含まれていることもあるため，本論文では考察を見送ることとする。
　よって，筆者は（5）のうち，形態的要素である強調辞の長音，促音，撥音，無促音，「イ（エ）」，
「タラ」，超過反復について，その特徴を個々に見ていきたいのだが，無促音，「タラ」，超過反
復についての現時点における考察が不十分なため，形態的要素の中でも辞的な要素である長音，
促音，撥音を強調辞とし，この3要素に対象を絞って述べていくこととする。なお，1拍語基の
場合，強調辞とオノマトペ辞との区別が2拍語基以上に曖昧なため，必要なときのみ挙げること
とし，主に2拍語基のものに限って考察を行っていく。よって，1拍語基のみに付加される「イ
（エ）」はここでは除く。
4　強調辞の特徴
　それでは，強調辞の長音，促音，撥音の特徴について，単形と複形とでは基本形における派生
の仕方が異なるため，単形と複形に分けて見ていくこととする。一部の語基からの基本形と強調
辞による臨時語形を本稿末の表1に示す。
4.1　単形における強調辞の特徴
　まず，単形における基本形ABッ，ABン，ABリ，ABラ（ッ）について，長音が同じ位置に
挿入されることがある。それは，｛ゴロ｝｛ガダ｝という語基を取り上げてみると，（6）のように，
語末に付加されたオノマトペ辞の直前に入れられるものである。この位置に現れるのは長音のみ
である。
　⑹　ゴロッ→ゴローッと転
ころ
がた。　　　　　ガダッ→ガダーッと倒
たお
っじゃ。
　　　ゴロン→ゴローンと転がた。　　　　　ガダン→ガダーンと倒っじゃ。
　　　ゴロリ→ゴローリど転がた。　　　　　ガダリ→（なし）
　　　ゴロラッ→ゴロラーッと転がた　　　　ガダラッ→ガダラーッと倒っじゃ。
　したがって，寒河江市方言においては，単形オノマトペの語末に入る強調辞は，基本的には長
音のみであると言える9）。この長音は，（6）の｛ゴロ｝の例から動きが緩慢なことを表すのでは
ないかと直感的に感じられるが，｛ガダ｝の例を見ると，むしろ勢いのよさが表されており，必
ずしも緩慢さを表す要素ではないように思われる。ただ，動きの時間的長さを表していることに
などは，意味の違いに影響を与えないプロミネンス的な要素であることから，音韻的レベルの音素では
なく音声という用語を用いることとする。
8） 音象徴的な意味などを解明するためには心理学的手法なども必要だが，音象徴については，その位置づ
けが言語学的に定義されていない状況であり，現時点では深く論ずることが困難である。
9）　これに加えて，共通語では｛ガタ｝：ガッターッ，ガッターンのように基本語形末が促音または撥音の
オノマトペ辞である場合，語基音の間に促音を入れるものも存在するが，寒河江市方言ではまず使わない。
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は変わりがない。
　一方，（7）のように，動作を表さない例が存在する。主に促音または「ラ」が付加された基本
語形の場合であるが，このときも長音挿入位置のルールは変化しない。しかし，動きの時間的長
さを表せないため，（7）の場合は，太って体の大きいことをからかうようなニュアンスがある。
言いかえれば，（6）のような例は実際の動きに即した描写的要請による長音挿入であったが，（7）
のような動きのない単形オノマトペの場合，評価的側面における強調となっている。
　⑺　｛ゴロ｝：あいづ ゴローッと 太ったなぃ。（太っている）
　　　　　　　あいづ ゴロラーッと 太ったなぃ。（太っている）
　また，撥音または「リ」，「ラ」が付加された基本形では，一部の語において，いわゆるリ語尾
系延長語形と呼ばれる形に似た語形が派生することがある。（8）のようなもので，語基音の1拍
目と2拍目の間に長音，促音または撥音が挿入された形である。「ガッタリ」は「ガッタリ減った」
のように使われており，音を表さない例も見られ，また「しっかり」「きっちり」など，かなり
一般語に近づいている語も多い。
　⑻　｛ガタ｝：ガッタン，ガッタリ　　　　　　　　　｛フワ｝：フンワリ
　　　｛ペタ｝：ペッタン，ペッタリ，ペッタラ　　　　｛ゴロ｝：ゴーロン10）
　（8）のような語形は，挿入された促音または撥音の前に，さらに長音が挿入され，（9）のよう
な形をとることがある。長音がさらに挿入された場合，（8）のように促音または撥音が挿入され
た段階において，動作性を持つ語では既に動作の長さが表されているが，長音によって，さらに
動作が長いことを表すのではなく，（7）のような評価的な意味の強調というニュアンスに偏って
いるように感じられる。「フンワリ」のように，長音挿入前において動作性を持たないものも，
勿論評価的な意味の強調となっている。
　⑼　｛ガタ｝：ガーッタン，ガーッタリ　　　　　　　　　｛フワ｝：フーンワリ
　　　｛ペタ｝：ペーッタン，ペーッタリ，ペーッタラ
　したがって，単形オノマトペの場合の強調辞の特徴は，以下の（10）のようにまとめることが
できるだろう。
　⑽　①　オノマトペ辞前長音（「ラ」の場合は随意的に生起する促音の前）
　　　　　意味：〔動作性あり〕基本形の意味によって，動きの緩慢さまたは急激さを表す。
　　　　　　　　〔動作性なし〕評価的な強調を表す。
　　　②　語基音間長音／促音／撥音（一部のみ）
　　　　　意味：動作の時間的長さを表す。一部は状態性を帯びることがある。
　　　　　〔基本語計末促音／撥音＋長音挿入〕
　　　　　意味：評価的な強調を表す。
10） 「フーワリ」という語もあるが，これは「ふんわり」の「ん」を長音に変えたものである。
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4.2　複形における強調辞の特徴
　続いて，複形における強調辞の特徴を見ていきたいと思う。
　複形においては，まず「ゴロゴロ」に対する「ゴーロゴーロ」，「グルグル」に対する「グールグー
ル」のように，動きの時間的長さや遅さを描写したいときに，長音が前後双方の語基音の間に現
れる。または，「バタバタ」に対しては「バッタバッタ」のように，促音が挿入されることもある。
この前部と後部の語基の双方に長音または促音が挿入された語は，（11）のように，動作性を持
たない用例では使用できなくなる。
　⑾　a．大きな石 ゴーロゴーロど転がた。（動作）
　　　b．＊毎日ゴーロゴーロどばりしてで わがんねべず。（状態）
　　　c．地震で棚，ガッタガッタどなってなほれ。（動作）
　　　d．？？棚壊っじぇは，もうガッタガッタだどれは。（状態）
　ただし，これらは寒河江市方言では非常に特殊なものであり，それぞれの前部と後部の最初の
拍にストレスを置いたり，間に短いポーズを入れたりするなど，前部と後部が独立しているよう
に感じられることがある。そのため，単形の反復ということになるかもしれないが，超過反復の
考察まで及んでいないため，現時点では指摘だけにとどめておく。
　他には，（12）のように，「グルグル」に対して「グールグル」，「バタバタ」に対する「バッタバタ」
などがある。これらは，前部の語基音の間にのみ長音または促音，あるいは「グナグナ」に対す
る「グンナグナ」のように撥音が挿入されるものが存在する。
　⑿　｛ゴロ｝：ゴーロゴロ，ゴーロラゴロラ
　　　｛ブハ｝：ブッハブハ，ブッハラブハラ
　　　｛グナ｝：グンナグナ，グンナシャラ，グンナラグナラ，グンナラシャナラ
　前部にしか強調辞が挿入されないものは，前部と後部2カ所に挿入されるものに対して，非常
に数が多く，促音，長音だけでなく，撥音も挿入される。この3つの強調辞のうち，どれが挿入
されるかについては，音韻的制約があり，語基音の2拍目の子音がg（k），d（t），s，b，p，hの
ときは促音が挿入され，同様に，語基音の2拍目の子音が rと半母音（y，w）のときには長音，
鼻音（m，n）のときには撥音が入る11）。
　意味的に見ると，2カ所に入るものが動作性を持つものに限られているのに対して，こちらは，
（13）のように動作性を持たない用例においても使用が可能である。
　⒀　a．大きな石 ゴーロゴロど転がた。（動作）
　　　　b．毎日ゴーロゴロどばりしてで わがんねべず。（状態）
　　　　c．地震で棚，ガッタガタどなってなほれ。（動作）
　　　　d．棚壊っじぇは，もうガッタガタだどれは。（状態）
　　　　e．この枝 グンナラグナラて 使い物なんね。（状態）
　意味を見てみると，動作性を持つ「ゴーロゴロ」「ガッタガタ」は勢いのよさ，あるいは音や
11） ただし，「グナグナ」に対して「グーナグナ」となることもあり，一部例外もある。
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動きの大きさを感じさせる表現であり，実際の描写対象に即した表現というよりは，動作や音の
様子の派手さを表しているものであり，まさに「強調」であると言えるのではないだろうか。そ
れゆえ，要素の音象徴性が弱く，音環境による強調辞の交替が起こっているのだとも考えられる。
　ということは，単形のものをあわせて見ると，複形で2カ所に強調辞が入るものなどは，実際
の動きに即した描写性を持った要素であり，描写性を持った強調辞であると言いかえられる。そ
れに対し，1カ所にしか強調辞が入らないものは，動作性を含めた評価的要素あるいは程度的要
素を含むオノマトペについて，さらにその程度を強める要素であると考えられる。よって，強
調辞には描写的強調辞と程度評価的強調辞の2種類が存在し，それぞれに出てくる位置などが異
なっているようである。
　ちなみに，程度評価的な強調辞については，「ラ」が挿入された複形以外では，1拍目の後に
強調辞が入る。一般語に現れる強調も，1拍目の後に長音／促音／撥音を入れることが多いよう
に思われるため，同じものである可能性がある12）。
　なお，基本語形に「ラ」を含む寒河江市方言のオノマトペでは，強調するときに，前部の「ラ」
の後に長音を入れた「ゴロラーゴロラ」のような形をとることもある。（14）のような用例が見
られる。
　⒁　a．ゴロラーゴロラてばりいっど，ゴーロゴロてなっがらな。
　　　b．さっきがらガダラーガダラて やがますいごと。
　このABラー ABラの形は，「ラ」の特徴である程度・マイナス評価拡大 13）に加え，時間的長さ
に対してのマイナス評価を加えている。本来，「ゴロラゴロラ」は動作性が弱いものだが，その
状態が長く続くことに対する不快感などを表したいときに，この形をとる。時間的長さにかかわ
らず不快感を表したいときは「ゴーロラゴロラ」になる。
　以上をまとめると，複形における強調辞の特徴は，以下の（15）のようになる。
　⒂　①　語基の1拍目と2拍目の間への強調辞挿入
　　　　A．2カ所に入れる→描写的強調辞
　　　　B．1カ所に入れる→程度評価的強調辞
　　　②　前部と後部の間への長音挿入（基本語形に「ラ」を含むとき）
　　　　　→時間的長さへの不快感を伴った程度評価的強調辞
5　まとめと今後の課題
　以上，オノマトペに特徴的に見られる要素のうち，オノマトペが語として機能する際に必須で
あるオノマトペ辞と区別したオノマトペの強調的要素を設定し，そのうち，長音，促音，撥音と
12） この評価的強調辞は一般語にもつくものによく似ていると思われるが，アクセントの位置の移動など，
検討すべきことが残っているため，関連については可能性だけの言及とする。
13） 川越（2010）において，「ラ」の程度性の拡大とマイナス評価の拡大について述べた。
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いった強調辞について，その特徴を見てきた結果，強調辞には描写的強調辞と程度評価的強調辞
があるらしいことが見えてきた。つまりは，音象徴的効果がどの程度生きているのかに関わるこ
とであり，オノマトペ標識を大きく捉えるだけでは見えてこなかった部分である。
　では，オノマトペ辞によって派生した基本的語形と強調的要素によって派生した臨時的語形と
が，どのように異なるのかという点についてもう少し述べてみると，強調的要素によって派生し
たオノマトペは，一言でいえば「目立つ」という点が挙げられる。本稿では強調辞がどこに入る
かに注目していたが，実際は強調辞が入るとともに，語を発する際のスピードも変化する。これ
が基本語形にはない特徴である。基本語形は，日本語が好むとされる偶数拍を守るために促音を
挿入することまであるが，それをあえて変えるということは，描写に忠実な描写的強調辞もある
が，程度評価性を際立たせるという効果を狙った，その方言ごとの型であると思われる。ただ，
これは仮説に過ぎないため，今後より用例を考察していきたいと思う。
　また，超過反復など，本稿で取り上げられなかった強調的要素もある。超過反復は厳密には強
調であるとは言えないが，方言によって反復の回数などに差が見られる。
　例えば，東北地方では「バラバラバラど落っぢゃ」「ゴロゴロゴロど転がってや」などのよう
に，4拍の2回語形よりも多い反復回数のオノマトペが多く聞かれる。ここで挙げたのは3回語
形のものだが，他にも「一晩中ゴロゴロゴロゴロゴロゴロゴロゴロて，やかましいったら」のよ
うに8回語形のものがあったり，「ゴロゴロゴロゴロゴロ……」のように5回語形くらいのもの
を，語尾に向かって弱めながら言ったりすることがある。このような標準的な2回語形に対して，
それよりも反復回数が多いものが超過反復である。
　この超過反復は，動きに要する時間が非常に長いとき，あるいは動きの回数が非常に多いとき
に，実際の動きに合わせて回数を増やしているものであり，描写性を帯びている。描写対象に即
した回数となっているのである。ただし，寒河江市方言では丁寧に何かをすることを，例えば次
の（16）のように3回で言うことが多い。
　⒃　ガェロガェロガェロど，よっくど潰しぇ。
　　　（ごりごりごりと摺子木でよく潰せ）
　（16）のように，方言によっては3回以上という回数が実際の動きの長さや回数に即したもの
ではなものもある。岡山県では「一晩中ゴロゴロゴロゴロと（雷が）鳴っていて」という4回語
形が非常に多く聞かれる。これは実際の音の長さに合わせることもさることながら，その長さが
不快感をもたらすなどの評価的な意味を加えている可能性がある。また，佐賀県には3回語形の
オノマトペ（3連オノマトペ）があることが知られているが，佐賀県の3連オノマトペは超過反
復ではなく，これが標準的な複形である可能性がある。
　このように強調辞とは言えない強調的要素に関しても，方言ならではの特徴があり，興味深い
点が数多く存在する。今後，これらの強調的要素にも触れていきたいと思う。以上を今後の課題
とする。
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表1　山形県寒河江市方言オノマトペの強調形
語基 基本語形 臨時形（強調形） 備考
｛ウロ｝ ウロウロ
ウロラウロラ
ウロカロ
ウロラカロラ
ウーロウロ，ウーロウーロ
ウロラーウロラ，ウーロラウロラ
ウーロカロ
ウロラーカロラ，ウーロラカロラ
「ウロカロ」
「ウロラカロラ」
も挙げる。
｛ガダ｝ ガダッ
ガダン
ガダリ
ガダラ（ッ）
ガダガダ
ガダラガダラ
ガダンガダン
ガダリガダリ
ガダーッ
ガダーン，ガッターン
ガダラーッ
ガッタガッタ，ガッダガダ，ガーダガダ
ガダラーガダラ，ガーダラガダラ
｛ガェロ｝ ガェロガェロ ガェーロガェーロ，ガェーロガェロ 反復形のみ。
｛ガラ｝ ガラガラ ガーラガラ 慌てて，急ぐ様子。
｛グナ｝ グナッ
グナラ（ッ）
グナグナ
グナラグナラ
グナシャナ
グナラシャナラ
グナーッ
グナラーッ
グンナグナ，グーナグナ
グナラーグナラ，グンナラグナラ
グンナラグンナラ
グンナシャラ
グナラーシャナラ，グンナラシャナラ
「グナシャナ」「グ
ナラシャナラ」と
いう語形もよく使
われる。曲がる様
子。
｛ゴダ｝ ゴダッ
ゴダゴダ
ゴダーッ
ゴッダゴダ
泥などが塊になる
様子。
｛ゴロ｝ ゴロッ
ゴロン
ゴロリ
ゴロラ（ッ）
ゴロゴロ
ゴロラゴロラ
ゴロンゴロン
ゴロリゴロリ
ゴローッ，ゴッローッ
ゴローン，ゴッローン
ゴローリ
ゴロラーッゴーロゴーロ，ゴーロゴロ
ゴロラーゴロラ，ゴーロラゴロラ
｛ブハ｝ ブハブハ
ブハラブハラ
ブッハブッハ，ブッハブハ
ブハラーブハラ，ブッハラブハラ
あくびをする様子。
｛モサ｝ モサッ
モサラ（ッ）
モサモサ
モサラモサラ
モサクサ
モサラクサラ
モサーッ
モサラーッ
モッサモサ
モサラーモサラ，モッサラモッサラ
モッサラモサラ
モッサクサ
モサラークサラ，モッサラクッサラ
モッサラモサラ
「モサクサ」
「モサラクサラ」
という語形もよく
使われる。
